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二六七五番歌万葉集巻
（注１）
次のように解釈１」ている。
「大系』…三笠の山にかかっている雲が、
万葉集巻二・一一六七五番歌「君が着る一一一笠の山に居る雲の
立
て
ば
継
が
る
る
（
立
者
継
流
）
恋
も
す
る
か
も
」
に
つ
い
て
、
諸
注
は
ｉいで来るやうに、あとからあとからつ且いて絶えな
い
恋
を
す
る
こ
と
よ
・
「新全集」…（君が着る）三笠の山にかかっている雲が立つ
『
注
輝
」
…
三
笠
の
山
に
居
る
雲
の
立
ち
登
っ
て
は
ま
た
あ
と
か
ら
継
万
葉
集
巻
二
・
二
六
七
五
番
歌
「君が着る三笠の山に居る雲の立てば継がるる恋もするかも」の解釈について
は
じ
め
にては
ま
た
湧
き
出
る
よ
う
に
絶
え
間
な
い
恋
さ
え
も
す
る
こ
と
よ
◎
か
か
っ
て
絶
え
な
い
よ
う
に
、
と
で
あ
る
。
雲
が
、
消
え
失
せ
る
と
す
ぐ
止
む
時
も
な
い
恋
を
す
る
こ
ら
後
か
ら
立
ち
の
ぼ
っ
て
く
る
よ
う
に
、
止
む
こ
と
な
く
続
く
恋
を
私
は
す
る
こ
と
だ
な
あ
。
い
ず
れ
も
原
文
表
記
の
「
立
」
を
「
立
つ
」
と
訓
む
が
、
そ
の
語
義
解
釈と雲の「立てば継がるる」景の把握に相違が見られる。まず、
「大系』の「立つ」を「消え失せる」意と捉え、「立てば継がる
る」は雲が「消え失せるとすぐかかって絶えない」とする大意
は、他の注釈書の把握と大きく異なる。「古義』の「立は、起
ツ
て往を云、雲の起去かと見れば、又あとより続きて起をいへり」
に類同する。『輝注』は「上からは、いったん湧き立つと次か
ら次へと追い継いで湧く、の意。下へは、我が心に燃え立つと
際
限
が
な
く
な
る
、
の
意
」
と
し
て
、
雲
が
湧
き
立
ち
始
め
る
と
次
々
湧
『鐸注』…あの方がかぶる御笠、その御笠の山にかかる雲が
立
て
ば
ま
た
湧
き
出
る
よ
う
に
、
あ
と
か
ら
あ
と
か
ら
燃
え
立
つ
せ
つ
な
い
恋
を
し
て
い
る
。
「新大系』…（君が着る）三笠の山にかかっている雲が後か
山
崎
和
子
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く
様
と
捉
え
て
い
る
。
『
新
大
系
」
は
「
立
て
ば
」
を
訳
出
せ
ず
、
「
継
が
るる」に含めて「後から後から立ちのぼってくる」と把握する。
近
年
は
「
緯
注
』
「
新
大
系
」
の
よ
う
に
、
三
笠
山
に
か
か
っ
て
い
る
雲
が
湧
き
始
め
る
と
次
々
に
湧
き
出
る
様
と
解
釈
す
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
条
件
節
「
立
て
ば
」
の
把
握
と
、
雲
の
景
の解釈には、問題があると考える。
（注２）
当
該
歌
に
つ
い
て
小
山
な
か
ば
氏
は
、
「
タ
ツ
」
を
「
立
シ
」
と
「
断
シ
」
の
掛
詞
と
解
し
、
一
首
の
意
は
「
（
君
が
着
る
）
三
笠
の
山
に
雲
が
か
か
っ
て
い
る
。
雲
と
い
え
ば
立
つ
も
の
で
あ
る
が
、
い
く
ら
断
ち
切
っ
て
も
ま
た
自
然
と
続
い
て
ゆ
く
、
そ
ん
な
切
な
い
恋
を
私
は
し
て
い
る
も
の
だ
な
あ
。
」
と
し
て
、
従
来
の
解
釈
に
一
石
を
投
じ
ら
れ
た
。
氏
は
「
已
然
形
十
ば
」
の
条
件
表
現
に
つ
い
て
も
、
前
件
と
後
件
で
は
「
極
端
に
言
え
ば
逆
の
意
味
を
示
す
と
い
え
る
ほ
ど
の
距
離
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
よ
っ
て
「
立
て
ば
継
が
る
る
」
で
は
そ
の
条
件
が
成
立
し
な
い
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
「
新
全
集
」
が
「
継
ガ
ル
ル
は
、
ル
ル
が
自
発
を
表
し
、
思
い
続
け
る
意
だ
が
、
そ
れ
に
立
テ
バ
と
い
う
条
件
を
置
く
こ
と
の
理
由
は
不
明
」
と
述
べ
、
「
立
つ
」
と
「
継
が
る
」
の
因
果
関
係
に
不
審
を
示
し
た
こ
と
や
、
「
新
大
系
』
が
「
立
て
ば
」
を
訳
出
し
な
い
解
釈
に
繋
が
る
問
題
で
あ
る
。
万
葉
集
中
「
立
て
ば
継
が
る
る
」
は
当
該
歌
の
み
で
あ
り
、
「
已
然
形
十
ば
＋
継
が
る
」
表
現
も
、
類
歌
に
「
止
め
ば
継
が
る
る
」
が
一
例
の
み
あ
る
と
い
う
、
独
自
性
を
持
つ
表
現
で
あ
る
。
条
件
表
現
「
已
然
形
十
ば
」
に
お
け
る
前
件
・
後
件
の
関
係
、
ま
た
類
歌
と
の
比
較
検
討
に
お
い
て
、
二
六
七
五
番
歌
は
次
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
。
１
万
葉
集
に
お
い
て
雲
や
恋
を
「
絶
（
断
）
つ
」
の
表
現
は
成
立
し
が
た
く
、
「
立
て
ば
」
と
し
て
の
み
把
握
さ
れ
る
。
「
三
笠
の
山
に
こ
こ
で
は
ま
ず
、
小
山
氏
の
提
唱
さ
れ
た
掛
詞
「
立
つ
」
「
絶
つ
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
万
葉
集
に
は
「
白
雲
の
立
つ
」
と
「
龍
田
の
山
」
を
掛
け
た
「
白
雲
の
龍
田
の
山
」
（
巻
六
・
九
七
二
、
名
が
「
立
つ
」
と「立田山」（巻一七・一一一九三一）、「奥つ白波立田山」（巻一・
八三）、「韓衣龍田の山」（巻一○・二一九四）など「タツ」の
掛
詞
表
現
は
数
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
動
詞
「
立
つ
」
「
絶
つ
」
の
掛
詞
は
、
万
葉
集
の
み
な
ら
ず
平
安
朝
の
和
歌
に
も
類
例
を
見
な
い
よ
う
に
思
う
。
し
か
も
万
葉
集
に
お
い
て
、
他
動
詞
「
絶
つ
」
と
自
動
詞
「
絶
ゆ
」
は
次
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
る
。
集
中
３
例
あ
る
他
動
詞
「
絶
已
は
、
「
祖
の
名
」
２
例
、
「
縄
」
１
例
を
対
象
と
し
、
祖
先
の
名
声
を
断
絶
さ
せ
た
り
、
馬
を
繋
い
だ
綱
を
切
る
意
を
表
す
。
次
の
仮
名
表
記
の
２
例
が
確
例
で
あ
る
。
１…虚言も岡川旧囮馴引（多都）な大伴の氏と名
に
負
へ
る
大
夫
の
伴
（
巻
一
一
○
・
四
四
六
五
）
居る雲の立てば継がるる」は、「居る雲」の上昇する「立
つ
」
動
き
の
顕
在
化
を
契
機
と
し
て
「
居
る
」
こ
と
の
継
続
が
起
き
、
絶
え
ず
三
笠
山
に
雲
の
「
居
る
」
景
を
描
出
す
る
。
そ
れ
は
「継がるる恋」を具象化する序詞表現である。
２
－
首
の
意
は
、
「
あ
な
た
が
着
る
（
御
笠
の
）
三
笠
山
に
か
か
っ
て
い
る
雲
が
上
昇
し
て
行
く
と
、
自
然
と
ま
た
継
い
で
（
雲
が
居
る）、そのように絶えず心にかかる恋をすることだわ」。
他動詞「絶つ」と自動詞「絶ゆ」
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万葉集巻 二六七五番歌
雲
は
「
絶
ゆ
」
も
の
で
あ
り
、
途
切
れ
て
居
な
く
な
る
と
い
う
認
識
が
基
底
に
あ
る
。
そ
れ
故
例
４
は
逆
に
、
三
船
山
に
決
し
て
白
雲
が
居
な
く
な
る
日
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
詠
む
こ
と
に
よ
り
、
「
王
」
の
永
遠
の
生
命
と
繁
栄
を
寿
ぐ
歌
と
な
っ
て
い
る
。
例
５
は
、
白
雲
が
途
切
れ
る
こ
と
と
「妹」との仲が切れることを「絶ゆ」で掛けている。「恋」につ
いても耐
一
方
の
自
動
詞
「
絶
ゆ
」
は
、
雲
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
白
雲
」
は
「
雲
」
と
対
象
を
同
じ
く
し
な
が
ら
、
翻
訳
語
と
し
（注３）
ての斬新さが知識人に好まれたと二一一口う。
６ ３伊
豆
の
海
に
立
つ
白
波
の
あ
り
つ
つ
も
継
ぎ
な
む
も
の
を
乱
れ
し
めめや（巻一四・一一一一一一六○）
或る本の歌に日はく、国回圏の緬刻（多延）つつも継
が
む
と
思
へ
や
乱
れ
そ
め
け
む
４王は千歳に座さむ同日圏も三船の山に絶ゆる（絶）日あ
らめや（巻一一一・一一四一一一）
５国ｕ圏の緬刈（多要）にし妹を何為ると心に乗りて許多
か
な
し
け
（
巻
一
四
・
三
五
一
七
）
２厩なる圏緬。（多都）駒の後るがへ妹が言ひしを置き
て悲しも（巻一一○・四四一一九）
玉
の
緒
の
絶
え
た
る
（
絶
而
有
）
恋
み
そ
ま
た
も
逢
は
ず
し
て
（
巻
一
一
・
二
七
八
九
）
の
乱
れ
な
ば
死
な
ま
く
の
な
ど
、
例
６
「
玉
の
緒
の
絶
え
た
る
恋
」
で
は
、
玉
の
緒
が
切
れ
る
よ
う
に
恋
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ
と
を
重
ね
て
象
徴
的
に
表
現
し
て
い
る
。
「
恋
」
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
仮
名
表
記
の
用
例
は
な
く
、
右
例
も
漢
字
の
「
絶
」
表
記
で
あ
る
。
し
か
し
、
５
「
白
雲
」
、
６
「
玉
の
緒
」
な
ど
の
様
態
に
重
ね
て
「
絶
ゆ
」
と
表
現
さ
れ
る
以
上
、
「
恋
」
も
自
動
詞
「絶ゆ」であると考えなければなるまい。「大系」は例７の頭注
で
「
タ
チ
タ
ル
恋
と
訓
む
説
も
あ
る
が
、
恋
を
絶
シ
と
い
う
例
を
見
な
い
」
と
し
て
、
「
絶
つ
」
訓
を
否
定
し
て
い
る
。
自
動
詞
「
恋
ひ
止
む
」
、
名
詞
「
恋
」
＋
自
動
詞
「
止
む
」
も
、
恋
は
「
や
ま
る
」
も
の
で
あ
り
、
「
や
め
る
」
も
の
と
は
表
現
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
「
妹
に
恋
ふ
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
。
異
性
一
一
ひ
か
れ
る
』
受
身
の
こ
と
と
見
」
（
岩
波
古
語
辞
典
）
、
相
手
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
恋
の
磁
場
に
おいては、「恋に堪へずて死ぬべく」（巻四・七三八）思い、逢
え
な
く
な
っ
た
恋
に
心
乱
れ
る
な
ら
ば
死
の
う
と
歌
う
万
葉
集
歌
の
「恋」には、「死ぬ」「まさる」「止む」「尽く」「会ふ」「絶ゆ」「継
ぐ」「しげし」「苦し」「からし」などが近接し、恋はつらく苦
しく、切実な情念の発露であった。その途絶えは自動詞「絶ゆ」
「止む」と表現される。従って、「大系」「新大系」では「絶つ」
と
訓
む
次
例
８
．
９
に
つ
い
て
も
、
「
絶
ゆ
」
が
真
に
近
い
の
で
は
な
い
だろうか。『注鐸」「全注』『新全集」「輝注」は「絶ゆ」と訓む。
８綱引（絶）バコ司伽ば侘しみせむと焼太刀のへつかふこと
７
君
に
よ
り
わ
が
名
は
す
で
に
立
田
のしげき頃かも（巻一七・一一一九三一）
山一絶えたる
（
絶
多
流
）
恋
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前
述
例
７
は
「
絶
ゆ
」
と
訓
じ
た
「
大
系
』
『
新
大
系
」
も
、
こ
こ
は
「絶つ」と訓み、「新大系』は例８の頭注で「『絶つ」は「大刀』
の縁語」と述べている。これらも漢字「絶」の表記である以上、
「
絶
つ
」
と
訓
む
可
能
性
も
な
く
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
布
雲
」
が
「絶ゆ」ことと掛けて、「言ふ」が下接する例皿の仮名表記例と
同
じ
く
「
タ
ユ
」
と
訓
む
く
き
で
あ
ろ
う
。
『
全
注
」
は
「
男
女
の
縁
切
り
に
は
他
動
詞
タ
ツ
を
使
う
べ
き
場
合
で
も
タ
ュ
で
表
わ
す
の
が
一
般
」
、
「
新
全
集
』
も
「
男
女
の
縁
切
り
を
表
す
に
は
、
絶
１
と
か
切
レ
ル
と
か
自
動
詞
を
用
い
る
の
が
通
例
」
と
述
べ
て
い
る
。
恋
は
、
仲
を
絶
つ
、
想
い
を
切
る
と
い
っ
た
作
為
的
・
人
為
的
行
為
で
は
な
く
、
夫
や
恋
人
が
訪
れ
な
く
な
り
、
二
人
の
仲
が
終
わ
る
、
恋
が
途
絶
え
る
と
い
う
恋
に
内
在
する作用として認識された。
万
葉
集
に
お
い
て
「
立
」
は
、
用
字
法
か
ら
は
「
タ
ツ
」
と
訓
読
す
る
。
し
か
し
、
主
体
が
「
雲
」
「
恋
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
他
動
詞
「
絶
つ
」
と
は
把
握
で
き
な
い
。
問
題
歌
は
平
安
朝
に
な
る
と
、
「
君
が
着
る
み
か
さ
の
原
に
居
る
雲
の
た
え
て
は
っ
が
る
恋
も
す
る
か
も
」
（
古
今
和
歌
六
帖
五「かさ」・一一一四六三）「君が着る一一一笠の原に居る雲のたえて
は
か
へ
る
恋
も
す
る
か
も
」
（
夫
木
和
歌
抄
巻
二
「
原
」
読
人
知
ら
ず
．
九
九
四
○
）
と
異
同
が
生
じ
て
い
る
が
、
や
は
り
平
安
朝
に
お
い
て
も
、夕さればみ山を去らぬ南凹圖の何か綱刈（多要）鍬【竺司
は
幸
く
や
吾
君
（
巻
四
・
六
四
二
９なかなかに綱引（絶）どし司榊瘤
て吾恋ひめやも（巻四・六八一）
；ひし兒ろばも（巻一四・一一一五一一一一）
（
巻
四
・
六
四
二
「（絶）どし司鯏臼ばかくばかり気の緒にし
例、において、①の玉藻が「絶ゆ」と「生ふ」、②の川藻が
「枯る」と「はゆ」は、前件・後件の表す動詞の意味が対立し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
例
皿
に
お
い
て
は
、
①
の
前
件
「
家
に
あ
る
」
こ
と
を
既
定
・
確
定
条
件
と
し
て
、
後
件
「
笥
に
盛
る
」
こ
と
が
起
き
る
こ
と
を表し、②の「旅にしあれば」も「椎の葉に盛る」ことの既定
・
確
定
条
件
で
あ
る
こ
と
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歌
意
は
、
家
次に条件節「立てば」について考察してみたい。小山氏は「已
然
形
十
ば
」
の
条
件
節
に
お
い
て
、
前
件
と
後
件
に
「
逆
の
意
味
を
示
す
と
い
え
る
ほ
ど
の
距
離
」
と
い
う
認
識
を
示
さ
れ
た
が
、
「
前
件
（
已
然
形
ば
）
＋
後
件
」
に
お
い
て
前
件
・
後
件
の
関
係
は
、
次
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
。
「
雲
」
「
恋
」
は
自
動
詞
「
絶
ゆ
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、
当
該
歌
は
「
立
て
ば
」
と
し
て
の
み
把
握
さ
れ
る
。
１２ 1１ 二
条
件
節
「
立
て
ば
」
に
つ
い
て
…石橋に恥「砒噸悦ぶ玉藻もぞ①絶ゆれば（絶
者
）
對
封
引
打
橋
に
盤
醐
勧
勧
測
劉
川
藻
も
ぞ
②
枯
る
れ
ば
（
干
者
）
は
ゆ
る
何
し
か
も
わ
ご
王
の
立
た
せ
ば
玉
藻
の
も
こ
ろ
臥
せ
ば
川
藻
の
如
く
廃
か
ひ
し
宜
し
き
君
が
…
（
巻
二
・
一
九
六
）
家に①あれば（有者）笥に盛る飯を草枕旅にし②あれば
（有者）椎の葉に盛る（巻一・一四二）
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二六七五番歌万葉集巻
に
い
る
と
器
に
盛
る
神
撰
を
、
今
捕
ら
わ
れ
の
身
の
旅
に
い
る
の
で
椎
の
葉に盛る、その日常的行為である神饒の器すら思うにまかせな
い状況を「家にある」ことと「旅に（し）あ」ることの対比に
（注４）
おいて詠じたものとされる。例、の前件となる条件節「已然形
十ぱ」は、後件の起きる既定・確定条件を提示するという機能
は認め得ても、前件と後件の間に「逆の意味を示す」と限定さ
れるものではない。その機能は、明らかに原因・理由を表す以
外は、「Ａすると、Ｂする」という、Ａを契機としてＢが起き
ることを表すと把握しておいてよいのではないかと思う。
し
か
し
こ
こ
で
今
一
度
、
例
、
に
注
目
し
た
い
。
①
「
生
ひ
塵
け
る
玉
藻」は「絶ゆ」ことを契機として再び「生ふ」のであり、②「生
ひををれる川藻」も「枯る」ことを契機として再び「はゆ」と
表現される。即ち、前件の条件節における「絶ゆ」「枯る」は
後件に対してのみならず、主体の「生ひ廃く」「生ひををる」
動作・作用概念とも対立している。主体の「生ひ廃く」「生ひ
ををる」動作・作用は「絶ゆ」「枯る」という断絶・中断を契
機として、再び「生ふ」「はゆ」動作・作用が起きることを表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
問
題
歌
と
類
歌
の
山
部
赤
人
作
「
高
校
の
三
笠
の
山
に
鳴
く
烏の止めば継がるる恋もするかも」（巻一一一・一一一七三）について
検討すると、一一一七三番歌の主体は「鳴く鳥」であり、「鳴く」
と条件節の「止む」は対立概念である。問題歌も主体の「居る」
と条件節の「立つ」は対立する。両歌は、主体の「鳴く」「居
る」ことが「止む」「立つ」ことを契機として、自然と「継が」
れ
る
こ
と
を
言
う
。
そ
の
継
続
作
用
は
「
止
む
」
「
立
つ
」
こ
と
に
対
し
次に、問題歌が結句を「恋もするかも」と結ぶ類型的な歌で
ある点から考えてみたい。問題歌と次例咀～肥の全７首があり、
「継がるる恋」「繁き恋」「間無き恋」「かつても知らぬ恋」「ほ
には咲き出ぬ恋」「空なる恋」を詠んでいる。
て
で
は
な
く
、
中
断
さ
れ
た
「
鳴
く
」
「
居
る
」
こ
と
に
対
し
て
で
あ
る
と考えなければならない。
一般的に問題歌では、「君が着る三笠の山に居る雲の」が序
（注５）
詞と把握されている。鈴木日出男氏は和歌に
おける枕詞・序詞
1３1６ 1５ 1４1８ 1７ 三
類
歌
と
の
検
討
に
つ
い
て
貌
鳥
の
間
無
く
数
鳴
く
春
の
野
の
草
根
の
繁
き
も（巻三・一一一七一一一）
高校の三笠の山に鳴く鳥の止めば継がるる一恋もするか
するかも（巻一○・一三七五）
言に出でて言はばゆゆしみ朝貌のほには咲き出ぬ一恋も
もするかも（巻四・六七五）
を
み
ナ
し
咲
く
沢
に
生
ふ
る
花
か
み
か
て
も
知
ら
ぬ
一
恋
も（巻一一・一一六七二）
かも（巻一一・二七四六）
には清み沖へ漕ぎ出る海人舟の揖取る間無き一恋もする
￣ （巻一○・一八九八）
」の山の嶺に近しとわが見つる月の空なる一恋もするか
恋
も
す
る
か
も
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表
現
を
「
心
物
対
応
構
造
」
と
い
う
視
点
か
ら
説
か
れ
て
い
る
が
、
和
田
〈注６）
明
美
氏
は
万
葉
集
に
お
け
る
恋
の
「
象
徴
表
現
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べている。
「
恋
」
を
導
く
序
詞
は
、
観
念
的
な
虚
構
で
は
な
く
、
古
代
的
な
自
然
把
握
に
も
と
づ
く
も
の
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
自
己
を
と
り
ま
く
自
然
の
中
に
わ
が
心
や
恋
の
在
り
方
を
見
出
し
、
そ
の
景
に
重
ね
な
が
ら
恋
心
を
具
象
化
す
る
「
実
」
の
あ
る
象
徴
表
現
な
の
で
あ
る
。
「
君
が
着
る
三
笠
の
山
に
居
る
雲
の
立
て
ば
継
が
る
る
」
の
構
文
に
お
い
て
、
「
雲
の
」
の
格
助
詞
「
の
」
は
上
接
語
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
、
以
下
で
そ
の
主
体
の
動
作
・
作
用
を
述
べ
て
い
る
が
、
「
の
」
と
（注７）
呼応する活用垂叩の連体形は一つのまとまりを形成することから、
右例でも、ⅡⅡＵのまとまり部分全体が「恋」を具象化する表
現
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
鳥
や
雲
な
ど
の
景
は
、
や
は
り
単
な
る
修
（桃８）
辞
と
し
て
で
は
な
く
、
人
々
と
一
体
感
を
も
っ
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ところで、問題歌は類歌の巻一一一・三七三番と明らかに表現が
照応している。
イ
君
が
着
る
三
笠
の
山
に
居
る
雲
の
立
て
ば
継
が
る
る
恋
も
す
る
か
も
ロ
高
校
の
三
笠
の
山
に
鳴
く
鳥
の
止
め
ば
継
が
る
る
恋
も
す
る
か
も
しかも一一一七三番の長歌である一一一七一一番は次のように歌われてい
る。岨春日を春日の山の高座の一一一笠の山に仏瓢都或引領～
長
歌
の
ロ
「
容
鳥
の
間
な
く
数
鳴
く
」
こ
と
が
三
七
三
番
反
歌
で
は
「
鳴
く
鳥
の
止
め
ば
継
が
る
る
」
と
表
現
さ
れ
、
郭
公
か
と
さ
れ
る
「
容
鳥
」
は
三
笠
山
で
間
を
空
け
ず
何
度
も
「
片
恋
」
に
鳴
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
三
笠
山
に
イ
「
朝
さ
ら
ず
雲
ゐ
た
な
び
」
く
景
を
対
置
し
、
「
雲
居
な
す
心
い
き
よ
」
う
恋
心
の
有
り
様
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る。一一一七一一番長歌では、三笠山に朝ごとにたなびく雲と、絶え
ず
鳴
く
容
鳥
の
様
が
視
覚
・
聴
覚
か
ら
具
体
的
に
描
出
さ
れ
、
更
に
は
昼
も
夜
も
何
を
し
て
も
と
、
時
間
的
・
身
体
的
に
も
わ
が
心
を
占
有
す
る
「
片
恋
」
が
形
象
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
歌
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
注
標
」
は
、
「
私
注
』
が
問
題
の
二
六
七
五
番
歌
は
赤
人
の
歌
の
「
民
謡
化
」
と
推
定
し
、
表
現
が
稚
拙
で
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
に
「
同
感
で
あ
る
」
と
す
る
。
作
歌
順
序
に
つ
い
て
は
、
「
新
大
系
」
の
言
う
「
前
後
関
係
は
不
明
」
と
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思うが、一一一七三番反歌は一一一七二番長歌の「容鳥」の鳴く聴覚に
お
い
て
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
二
六
七
五
番
歌
は
「
雲
」
と
い
う
視
覚
において詠み、また一一一七三番は男の歌であるが、一一六七五番は
女
の
歌
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
見
ら
れ
る
。
従
来
の
注
釈
書
は
、
二
六
七
五番歌の「立つ」と「継ぐ」の呼応関係に不審を示し、雲の「立
て
ば
継
が
る
る
」
景
の
把
握
に
も
疑
問
が
残
る
の
で
あ
っ
た
が
、
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
問
題
歌
と
例
ｕ
・
田
の
条
件
表
現
に
お
い
て
は
、
条
件
雪叡側稗封螂柧別司ロ
い
さ
よ
ひ
そ
の
鳥
の
片
恋
の
み
に
昼
は
も
と
夜
は
も
夜
の
こ
と
ご
と
立
ち
て
ゐ
て
る
連
は
い
兒
ゆ
ゑ
に
（
巻
三
・
三
七
一
一
）
容鳥の「間なぐ数喧噸、
雲
居
な
す
心
日
の
こ
と
ご
思
ひ
そ
わ
が
す
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二六七五番歌万葉集巻
右
の
考
察
を
踏
ま
え
、
「
三
笠
山
に
居
る
雲
の
立
て
ば
継
が
る
る
」
景
が
ど
の
よ
う
な
雲
の
実
景
で
あ
る
の
か
、
万
葉
集
に
お
け
る
「
雲
」
の
表
現
か
ら
検
討
し
て
み
た
い
。
集
中
「
雲
」
は
開
例
、
「
天
雲
」
姐
例
、
「
白
雲」孤例、「雲居」別例、「青雲」４例など計２０６例があり、
近接する動詞には「たなびく」Ⅲ例、「立つ」皿例、「居る」、
例、「たゆたふ」「継ぐ」各３例、「絶ゆ」２例などがある。特
徴として次の点を挙げることができる。
①「常にあらむ」「絶ゆる日あらめ」「ゐぬ日無し」「止む時
な
し
」
「
常
に
見
る
」
な
ど
と
呼
応
し
、
常
に
山
や
野
に
「
雲
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
②
「
雲
」
の
幾
重
に
も
重
な
り
広
が
る
様
や
、
常
に
野
や
山
に
出
て
い
る
姿
に
、
募
る
恋
心
を
重
ね
て
表
現
す
る
。
③
「
雲
」
は
「
人
間
の
霊
魂
の
現
れ
」
（
『
輝
注
壱
「
生
命
力
や
霊
魂
節
は
主
体
の
動
作
・
作
用
が
中
断
す
る
契
機
を
表
し
、
再
び
中
断
す
る
以
前
の
主
体
の
動
作
・
作
用
が
自
然
と
継
続
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
た
。
つ
ま
り
「
鳴
く
鳥
の
止
め
ば
継
が
る
る
」
は
、
条
件
節
の
「
止
む
」
こ
と
を
「
継
ぐ
」
の
で
は
な
い
。
主
体
で
あ
る
「
鳴
く
鳥
」
が
「
鳴
く
」
こ
と
を
中断すると、再び「鳴く」ことを「継ぐ」のである。同様に問
題
歌
も
、
三
笠
山
に
「
居
る
雲
」
が
条
件
節
の
「
立
つ
」
こ
と
を
契
機
と
し
て
「
居
る
」
こ
と
を
中
断
す
る
と
、
再
び
「
居
る
」
こ
と
の
継
続
を
表
す
。
従
っ
て
「
立
て
ば
継
が
る
る
」
を
、
雲
が
立
ち
始
め
る
と
次
々
と
湧
き
出
る
様
と
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
言
え
る
。
四
万
葉
集
に
お
け
る
「
雲
」
に
つ
い
て
例別は大伴坂上大嬢から大伴家持に贈られた歌で、春日山に
朝
立
ち
の
ぼ
る
雲
が
居
な
い
日
は
な
い
よ
う
に
、
毎
日
見
た
い
「
君
」
で
あ
る
と
詠
ん
で
い
る
。
例
皿
で
は
、
三
笠
山
に
出
て
い
る
雲
を
自
分
が
外
に
出
て
見
る
た
び
に
「
君
」
を
思
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
三
笠
山
に
は
い
つ
も
雲
が
出
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
例
皿
で
は
、
「
春
日
野
に
朝
ゐ
る
雲
」
が
「
し
く
し
く
に
」
幾
重
に
も
重
な
る
様
を
募
る
恋
心
に
ゐ
重
ね
、
例
昭
で
も
「
た
つ
雲
」
か
ら
「
立
ち
て
も
坐
て
も
」
を
導
き
、
何
を
し
て
い
て
も
「
妹
」
を
思
う
恋
心
が
具
体
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
い
の象徴であった」（稲岡耕二編「別冊国文学肋妬万葉集事
典
」
学
燈
社
一
九
九
三
年
）
と
も
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
も
見
ていたい恋しい人を偲ぶよすがとなり、茶毘の煙も「雲」
と表現される。
④「遠し」「遠隔」「外に見し」「外にのみ見つつ」などとも
呼応し、空遠く隔てある所にあるものと認識する。
実
例
を
見
て
い
こ
う
。
2３ 2２ 2１ 2０春日山朝刺引團のゐぬ日無く見まくのほしき君にもあ
るかも（巻四・五八四）
春日なる三笠の山に刺‐劉團を出で見るごとに君をしそ
思ふ（巻一一一・三一一○九）
春日野に朝剃‐馴團のしくしくに吾は恋ひまさる月に日
に異に（巻四・六九八）
春楊葛城山に河引團の立ちても坐ても妹をしそ思ふ（巻
一一・一一四五一二）
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七
七
）
な
ど
、
常
に
去
る
こ
と
な
く
居
、
立
ち
、
た
な
び
く
雲
と
山
を
組
み
合
わ
せ
た
歌
は
集
中
に
“
首
見
ら
れ
る
。
「
大
系
」
は
三
七
一
一
番
歌
の
「
雲
居
な
す
心
い
さ
よ
ひ
」
を
「
そ
の
雲
の
よ
う
に
心
は
妹
に
な
び
き
寄
っ
て
動
か
ず
」
と
把
握
し
て
い
る
が
、
山
に
取
り
付
く
よ
う
に
常
に
座
を
占
め
、
立
ち
、
た
な
び
く
雲
の
景
は
、
絶
え
ず
自
ら
の
心
に
か
か
り
、
心
を
占
め
続
け
る
恋
の
思
い
に
重
ね
ら
れ
る
、
恋
し
い
人
を
思
う
よ
す
が
として人々に認識されたのであるＰ
ならば、雲の「立てば継がるる」景の把握において、「立つ」
「
継
ぐ
」
は
ど
の
よ
う
な
雲
の
動
作
・
作
用
概
念
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろうか。その語義を明確にしてみたい。まず「立つ」であるが、
「
立
つ
」
の
主
体
は
、
雲
の
他
に
、
霧
・
夕
霧
、
霞
、
波
・
川
波
・
白
波
・
沖
つ
波
、
煙
な
ど
が
あ
り
、
辞
書
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「たて（縦と「たたきま（縦様）」などと同根の語で、縦に
ま
っ
す
ぐ
な
状
態
に
な
る
の
意
が
原
義
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
下
か
ら
上
に
向
か
っ
て
現
れ
出
る
の
よ
う
な
意
と
な
り
、
さ
ら
に
見
え
な
っ
も
野
や
山
に
出
て
い
る
「
雲
」
は
、
恋
し
い
人
へ
の
募
る
思
い
を
喚
起
さ
せ
、
「
雲
」
の
様
態
に
切
実
な
恋
心
の
有
り
様
を
重
ね
る
と
い
う
、
自
然
と
人
事
を
一
体
化
す
る
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
に
「
雲
」
と
「
山
」
が
セ
ッ
ト
で
詠
ま
れ
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
三
笠
山
詠
の
肥
首
中
３
首
は
、
例
咀
「
朝
さ
ら
ず
雲
居
た
な
び
き
」
、
例
、
「
ゐ
る
雲
を
出
で
見
る
ご
と
に
」
な
ど
と
あ
る
が、それは三笠山のみではない。例４の「一一一船の山」、例別の
「春日山」を始め、「夕されば剃汕Ⅲ劇剥郎則開鬮】」（巻一四・一一一
五一一一一）「瀧の上のヨ鯏幽川Ⅲ削Ｈ囿凹回團の徴川悦耐は馴山」（巻一一一
二四一一）「青山の嶺の
白雲一朝胸団胆補隅見ね凸も
L--
〆戸ヘ
巻
例
妬
は
、
例
刈
を
「
或
本
歌
」
と
し
て
人
麻
呂
歌
集
に
記
載
す
る
も
の
で
、
弓
削
皇
子
が
吉
野
で
詠
ん
だ
二
四
二
番
歌
の
「
居
る
雲
」
が
、
「
立
つ
雲
」
と
変
化
し
て
い
る
。
共
に
三
船
山
に
現
れ
出
た
雲
の
類
似
す
る
景
を
表
す
の
で
あ
る
が
、
例
別
は
激
流
の
水
の
動
き
と
は
対
照
的
に
座
を
占
め
て
不
動
の
「
居
る
雲
」
が
捉
え
ら
れ
、
例
妬
で
は
逆
に
、
立
ち
現
れ
、
か
つ
た
も
の
が
表
面
に
現
れ
る
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
も
のであろう。（小学館古語大辞典・語誌・山口佳紀）
問
題
歌
で
は
主
体
の
「
居
る
」
こ
と
と
条
件
節
の
「
立
つ
」
に
対
立
関
ゐ
，
係
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
例
昭
で
「
立
ち
て
も
坐
て
も
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
居
る
」
と
「
立
つ
」
は
対
比
概
念
で
あ
る
。
「
居
る
」
は
、
例
朋
「
坐
て
も
」
の
原
文
表
記
が
漢
字
「
座
」
で
あ
る
点
も
参
照
で
き
る
よ
う
に
、
座
を
占
め
て
、
「
比
較
的
短
時
間
の
存
在
を
意
味
し
（注９）
ている」雪叩である。一方の「立つ」は、上方に向う動きの発現
・顕在化を意味する。山口氏も指摘されるように、何もないと
こ
ろ
に
雲
や
霧
が
「
立
つ
」
な
ら
ば
、
そ
れ
は
雲
や
霧
が
発
生
す
る
顕
現
・
顕
在
化
を
言
う
が
、
当
該
の
よ
う
に
既
に
「
居
る
」
雲
が
「
立
つ
」
こ
と
は
、
山
上
に
座
を
占
め
て
動
か
ず
に
い
た
雲
が
上
昇
す
る
動
き
の
顕
現
・
顕
在
化
を
言
う
と
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
「
居
る
」
「
立
つ
」
が
対
に
な
っ
た
異
伝
歌
が
あ
る
。
2５ 2４瀧の上の三船の山に同例側圏の常にあらむとわが思はな
くに（巻三・一一四一一）
三吉野の御船の山に而同凰邑の常にあらむとわが思はな
くに（巻一一一・一一四四）
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第
三
句
以
下
の
意
味
が
わ
か
り
に
く
い
た
め
、
「
大
系
」
は
「
伊
香
保
の
嶺
（
榛
名
山
）
に
天
雲
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
か
か
る
よ
う
に
、
カ
ヌ
マ
ヅ
ク
人
た
ち
が
静
ま
っ
て
来
た
。
さ
あ
共
寝
を
さ
せ
よ
。
い
と
し
い
子
よ
」
と
い
う
試
解
を
示
し
た
が
、
今
日
の
注
釈
書
も
未
だ
明
快
な
解
釈
を
示
し
得
て
い
な
い
。
こ
の
歌
に
は
類
歌
「
岩
の
上
に
い
懸
る
雲
の
か
の
ま
づ
く
人
そおたはふいざ寝しめとら」（巻一四・三五一八）がある。「い
継
ぐ
」
「
い
懸
る
」
な
ど
動
詞
に
上
接
す
る
接
頭
語
「
い
」
の
語
義
は
「
す
で
に
意
味
不
明
」
と
さ
れ
る
が
、
「
継
ぐ
」
は
「
シ
ゲ
（
告
）
と
同
根
。
長くつづくものが絶えないように、その切れ目をつなぐ意」（岩
波
古
語
辞
典
）
と
把
握
さ
れ
る
。
「
切
れ
目
を
つ
な
ぐ
」
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
例
３
「
或
本
歌
」
の
「
白
雲
の
絶
え
（
多
延
）
つ
つ
も
継
が
む
」
は
、
切
断
を
反
復
し
な
が
ら
も
繋
ぐ
と
い
う
順
当
な
呼
応
で
あ
る
。
日
本
書
紀
歌
謡
に
も
「
設
弦
絶
え
（
多
曳
）
ば
継
が
む
に
」
（
四
六
）
例
が
あ
る
。
し
か
し
「
継
ぐ
」
は
、
現
実
と
し
て
既
に
切
断
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
集
中
印
例
あ
る
「
継
ぐ
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
がある。
顕
在
化
す
る
雲
の
動
き
が
人
の
生
命
力
を
喚
起
す
る
も
の
と
し
て
表
現
に
有
効
に
作
用
し
て
い
る
と
思
う
。
次
に
、
「
継
が
る
」
は
動
詞
「
継
ぐ
」
に
自
発
の
助
動
詞
「
る
」
が
接
続
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
雲
」
を
主
体
と
す
る
「
継
ぐ
」
例
は
、
問
題
歌と例３の他に次の東歌１首のみがある。
2６伊香保ろに田閨国Ⅶ掴噌劃かぬまづく人とおたはふいざ寝
し
め
と
ら
（
巻
一
四
・
三
四
○
九
）
「命（も）継ぐ」のであるから、それは今現実に切れてしまっ
た
命
を
繋
ぐ
こ
と
で
は
な
い
。
「
継
ぐ
」
の
主
体
は
、
断
絶
す
る
属
性
を
持つものでなければならないが、今切断していることを必須条
件とするわけではない。例３の本歌における「ありつつも継」
ぐ
例
も
、
白
波
が
立
つ
こ
と
を
断
続
的
に
反
復
し
な
が
ら
、
継
続
し
て
立
ち
続
け
る
様
を
表
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
継
続
す
る
恋
を
象
徴
す
る
表
現
と
なっている。問題歌の「居る雲」も「絶ゆ」属性を持つ主体で
あ
る
か
ら
、
今
「
立
つ
」
と
い
う
上
昇
す
る
動
き
を
顕
在
化
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
系
」
の
言
う
よ
う
に
山
上
か
ら
は
姿
を
消
す
で
あ
ろ
う
。
しかし、自然と「継ぐ」行為が起こり、再び雲の「居る」状態
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
「
大
系
』
の
「
消
え
失
せ
る
と
す
ぐ
か
か
っ
て
絶えない」という大意の把握は、優れた洞察力に基づくもので
はあるが、そのままには従えない。右に述べた雲の「居る」「立
つ
」
「
継
ぐ
」
動
作
・
作
用
概
念
の
精
確
な
把
握
と
、
類
歌
と
の
比
較
考
察
に
よ
っ
て
、
問
題
歌
の
担
っ
て
い
た
象
徴
表
現
と
し
て
の
本
質
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
2８ 2７何せむに囹綱劃けむ吾妹子に恋ひざる前に死なましも
のを（巻一一・一一三七七）
ありきりて後も逢はむと恩へこそ關周Ⅲ回も鯛圓割つつ渡
れ（巻一七・一一一九三一一一）
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な
ど
、
制
御
し
が
た
く
異
性
に
惹
か
れ
、
執
着
す
る
心
の
表
出
で
あ
る
。
逢
え
ば
一
時
的
に
慰
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
｜
時
も
止
む
こ
と
な
く
心
を
占
め
、
辛
い
。
苦
し
い
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
かった。「注輝』は、一一一七三番歌の「止めば継がるる恋」の表
現
は
恋
が
休
止
す
る
こ
と
を
言
う
か
の
よ
う
で
あ
り
、
「
恋
の
中
休
み
で
は
お
だ
や
か
で
は
な
」
い
、
従
っ
て
「
恩
ひ
し
づ
め
て
、
と
い
ふ
あ
た
り
の
気
持
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
さ
れ
た
。
しかし、本稿での考察から、一一一七一一一番と二六七五番歌におい
て
、
主
体
が
「
鳴
く
鳥
」
「
居
る
雲
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
継
ぐ
」
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
問
題
歌
で
は
、
三
笠
山
に
座
を
占
め
て
い
た
「
居
る
雲
」
が
、
「
立
て
ば
」
と
い
う
上
昇
す
る
動
き
の
顕
在
化
を
契
機
と
し
て
、
自
然
と
「
継
ぐ
」
継
続
作
用
が
起
き
、
常
に
三
笠
山
に
雲
が
「
居
る
」
景
を
描
出
す
る
。
そ
の
常
に
継
続して「居る雲」の景こそが、赤人の三七一一番長歌では「昼は
万
葉
集
巻
一
一
・
二
六
七
五
番
歌
は
、
詠む類型的な歌である。本来「恋」
3０ 2９ お
わ
り
に
八釣川水底絶えず行く水の総罰包敦罫趨勗窃この年頃を
（巻一一一・一一八六○）
留りにし人を思ふに蜻蛉野に居る白雲の血猷瞭江脚無ｕ
（巻一二・一一一一七九）
結
句
を
「
恋
も
す
る
か
も
」
と
は、
も日のことごと」「夜はも夜のことごと」「立ちてゐて」と表現
さ
れ
た
、
絶
え
ず
執
着
し
、
心
を
占
有
し
続
け
る
切
な
る
恋
心
を
具
象
化
す
る
表
現
で
あ
っ
た
と
思
う
。
注１『万葉集古義」（鹿持雅澄）『万葉集注鐸」（澤潟久孝）『岩
波日本古典文学大系」『万葉集私注』（土屋文明）『万葉集
全注」（第四巻木下正俊）『小学館新編日本古典文学全集一
『萬葉集鐸注」（伊藤博）『岩波新日本古典文学大系』を『古
義』『注輝」『大系」『私注」『全注」『新全集』『鐸注』「新
大
系
」
と
略
称
。
用
例
の
引
用
は
「
大
系
』
に
拠
っ
た
。
２
「
万
葉
集
二
六
七
五
番
歌
「
立
て
ば
継
が
る
る
」
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
文
學
誌
要
」
第
町
号
、
二
○
○
三
年
三
月
）
３
佐
藤
武
義
「
翻
訳
語
と
し
て
の
万
葉
語
の
考
察
１
１
「
白
雲
』
を
中
心
に
し
て
ｌ
」
（
「
解
釈
』
ｎ
ｌ
ｎ
、
’
九
七
五
年
二
月
）
４
寺
川
真
知
夫
「
椎
の
葉
に
盛
る
飯
１
１
有
間
皇
子
の
一
四
二
番
歌
の
解
釈
ｌ
」
（
『
解
釈
」
虹
１
，
二
九
七
五
年
二
月
）
・
「
檸
注
」
も
一
四
一
番
歌
と
の
関
連
か
ら
神
祭
り
の
歌
と
解
し
、
「
已
然
形
十
ば」は「習慣的事実を言い表わす」と把握している。
５
鈴
木
日
出
男
『
古
代
和
歌
史
論
」
（
東
京
大
学
出
版
会
一
九
九
○
年
）
６
和
田
明
美
「
古
代
的
象
徴
表
現
の
研
究
」
第
七
章
万
葉
集
の
恋
の
歌
．とその表現（風間書房一九九六年）
７
山
崎
良
幸
「
日
本
語
の
文
法
機
能
に
関
す
る
体
系
的
研
究
」
第
三
章
文における統合体の形成（風間書房一九五五年）
８
戸
谷
高
明
氏
は
「
雲
を
歌
う
こ
と
は
趣
味
的
文
芸
的
と
い
わ
れ
る
以
前
の
生
活
的
日
常
的
な
範
囲
の
も
の
」
（
「
万
葉
集
の
「
雲
」
再
考
」
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本稿は
、
平
成
十
八
年
一
月
二
十
二
日
、
美
夫
君
志
会
一
月
研
究
発表会
（
於
中
京
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
も
踏
ま
え
て
お
り
、
ご
指
導
頂
き
ました諸先生方に深く感謝申し上げます。
『
学
術
研
究
国
語
国
文
学
編
」
肥
一
五
七
九
年
一
二
月
）
と
す
る
。
９
阪
倉
篤
義
「
動
詞
の
意
義
分
析
ｌ
ヰ
ル
と
ヲ
リ
と
の
場
合
ｌ
Ｌ
ｓ
国
語
国
文
」
妬
１
４
、
一
九
九
七
年
四
月
）
（
や
ま
ざ
き
か
ず
こ
・
博
士
後
期
課
程
三
年
）
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